
    

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ７月２５日（月）に放送大学 客員准教授 塩谷京子先生を講師として、司書教諭と教員４年目対象の司

書教諭合同研修を行いました。また、７月２７日（水）には帝京大学 教授 鎌田和宏先生を講師にお招き

して、司書教諭と学校司書を対象とした学校図書館研修会Ⅱを行いました。 

 どちらの研修もオンラインでの開催となりましたが、充実した研修となりました。 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校図書館に行くと、いつも笑顔

で出迎えてくれる学校司書のみなさ

ん。子供たちに笑顔で読み聞かせを

したり、子供たちや教職員のニーズに応じた本を紹介・準備をしたりと、学校での読書活動において中心的

な役割を担っています。 

学校司書の仕事は多岐に渡りますが、本の管理も大きな仕事の一つです。たくさんの人が手に取る本をよ

く見ると、１冊1冊に本を傷めないためのカバーが貼られています。このカバーは、最近では購入したとき

に貼られて配送されてきますが、寄贈された本などには貼られていないことが多くあります。これを学校司

書が１冊１冊にカバーを貼り付けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地道な作業で、冊数が多い場合には更に大変ですが、本を大事に扱ってほしいとともに、たくさん活用し

てほしいという学校司書のみなさんの思いも込められているように感じました。 

（撮影協力：市川市立第六中学校 学校司書 湯浅 恵子さん） 

 

 

 

本校では、豊かな読書活動を目指して、全校をあげて取り組んでい

ます。 

写真は、昨年度の読書月間で全校の子供たちに書いてもらった「お

すすめの本」を学級ごとにまとめ、「おはなし広場」に掲示をしたもの

です。 

また本校では、校長先生をはじめ、司書教諭や他の教職員のみなさ

んがとても熱心に読書活動に取り組んでいます。今年度は新しい試み

として、教職員による放送での読み聞かせをはじめました。これから

も子供たちの読書活動が豊かなものになるように支援していきたいで

す。       （市川市立菅野小学校 学校司書 新井 榛華） 
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～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

i 

司書教諭合同研修会（７/２５） 

学校図書館研修会Ⅱ（７/２７） 

【司書教諭合同研修会】 「情報リテラシー教育の推進について」 

 学校図書館の３つの機能の１つである「情報センター機能」の情報活用能力の効果的な育 

成（情報リテラシー）を中心に講義をいただきました。また、４年目教員も受講しているこ 

とから、「読書センター」や「学習センター機能」、新学習指導要領の言語活動の充実、語彙 

の獲得など、実践例を挙げていただきながら学校図書館の活用の仕方を考えていきました。 

  

【受講者の感想】 

〇学校図書館の３つの機能や言語活動の充実についてなど実践例を挙げながら、詳しく教えていたき参考

になるものばかりであった。 

〇４年目の先生と合同ということで、これから学校図書館を活用してもらえるための共通理解ができ、と

てもよかった。 

〇図書資料の活用を今まであまりしてこず、タブレットやパソコンに頼っていた。しかし、子どもたちは

インターネットより図書資料の方が、信憑性が高いと感じているようである。個に応じた図書資料が必

要であることは非常に納得ができた。司書の方とも連携をし、様々な教科で図書資料を活用していけた

らと思った。 

 
【学校図書館研修会Ⅱ】 「タブレット導入後の、これからの学校図書館の在り方」 

 児童生徒一人一人へ学習用端末が配付され、学校内も ICT を活用した授業実践が進んでいる中での学

校図書館の在り方について講義をしていただきました。 

「今後 ICT のみ重視の教育が展開されるのであれば、学校図書館不要論が飛び出すかもしれません。

だからこそ、学校図書館のよさの再認識をしていく必要があります。また、指導者の問 

題として、学校教育・学校図書館の現代的な在り方に対応した力量の形成と研修を 

図っていくことが大切なのです。」とのことでした。 

  

【受講者の感想】 

〇タブレットと図書資料の併用について、情報担当職員などと協議し、よりよい 

学びに活かしていきたいと感じた。 

〇図書資料の利点を改めて感じられたこと。学年が進むごとに図書からデジタルへと利用の頻度が上がっ

ていくのは当たり前（正しいデジタル資料の利用ができるようになる）だと感じ、中学校では、相互の

利点を考えながら利用できるようになればいいと感じた。 

①本のサイズからカバーの

サイズを決める 

②本とカバーの間に空気が

入らないように貼る 

③カバーを内側に貼り付け

るため切れ込みを入れる 

④カバーを折り返して、本の

内側に貼る 

⑤本を裏返しにし、反対の面

にカバーを貼る 

⑥カバーを内側に折り返し

て貼る 
⑦余ったカバーの部分を切

り取る 

本とカバーの間に空気が 

入ってしまったもの 

おはなし広場に掲示された各学級のおすすめの本 
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